
August・September　

平成30年

月号8・98・9

８月１日から吉野生保育園児は、松丸保育園で元気に過ごしています。
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・町内の雨量　役場雨量計：降り始めから₅₉₇ミリ、時間雨量最大₄₄ミリ（７月７日㈯８時）
　　　　　　　目黒観測所：降り始めから₇₁₉ミリ、時間雨量最大₅₉ミリ（７月７日㈯８時）
○被害状況一覧（８月17日現在）

判定結果 合計 松丸 延野々 豊岡後 豊岡前 富岡 上家地 目黒 吉野 蕨生 奥野川
全 壊 ₀ ₀ ₀ ₀ ₀ ₀ ₀ ₀ ₀ ₀ ₀
大規模半壊 ₀ ₀ ₀ ₀ ₀ ₀ ₀ ₀ ₀ ₀ ₀
半 壊 ₈₈ ₃ ₂₂ ₀ ₁ ₀ ₀ ₀ ₅₉ ₃ ₀
一
部
損
壊

床上浸水 ₃₈ ₁ ₁₇ ₀ ₀ ₁ ₀ ₀ ₁₇ ₂ ₀
床下浸水 ₈₅ ₁₀ ₃₃ ₀ ₀ ₂ ₀ ₃ ₂₅ ₁₂ ₀
一部破損 ₂ ₁ ₀ ₁ ₀ ₀ ₀ ₀ ₀ ₀ ₀
小 計 ₁₂₅ ₁₂ ₅₀ ₁ ₀ ₃ ₀ ₃ ₄₂ ₁₄ ₀

住 家 計 ₂₁₃ ₁₅ ₇₂ ₁ ₁ ₃ ₀ ₃ ₁₀₁ ₁₇ ₀
非 住 家 等 ₃₃
合   計 ₂₄₆

※　今後の調査等により増減あり

平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
に
お
け
る
被
災
写
真
（
記

録
）
の
提
供
の
お
願
い

　

平
成
₃₀
年
７
月
豪
雨
に
よ
り
、
町
内
で
も
甚
大
な

被
害
が
発
生
し
、
現
在
も
復
旧
・
復
興
の
途
に
あ
り

ま
す
。
今
回
の
災
害
、
特
に
広
見
川
の
氾
濫
、
浸
水

状
況
等
を
記
録
し
、
国
・
県
へ
の
事
業
要
望
を
は
じ

め
と
す
る
今
後
の
防
災
・
減
災
活
動
に
繋
げ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

当
時
、
皆
さ
ま
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
カ
メ
ラ
等

で
撮
影
さ
れ
た
写
真
（
記
録
）
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

広
く
ご
提
供
い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
提
供
期
間
】　

平
成
₃₀
年
９
月
１
日
㈯
〜
９
月
₃₀
日
㈰

【
提
供
要
領
】　

１ 　

ご
提
供
い
た
だ
く
写
真
は
、
ご
自
身
で
撮
影
さ

れ
た
も
の
に
限
り
ま
す
。

２ 　

写
真
の
被
写
体
に
つ
い
て
、
特
に
人
物
が
撮
影

さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
方
の
了
解
を
必
ず
得

た
う
え
で
の
ご
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

３ 　

ご
提
供
い
た
だ
い
た
写
真
の
著
作
権
は
撮
影
さ

れ
た
方
に
あ
り
ま
す
が
、
松
野
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
携
帯
サ
イ
ト
、
松
野
町
が
作
成
又
は
発
行
す

る
印
刷
物
に
お
い
て
、
個
別
の
許
諾
な
く
写
真
を

使
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
ま
す
。
そ
の
際
、

必
要
な
加
工
を
施
す
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※ 　

万
が
一
、
提
供
さ
れ
た
写
真
が
第
三
者
の
も
の

で
あ
る
こ
と
や
偽
造
・
ね
つ
造
が
発
覚
し
た
場
合

に
は
、
掲
載
記
事
の
削
除
の
み
な
ら
ず
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
た
写
真
提
供
（
募
集
）
を
見

合
わ
せ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

【
提
供
方
法
】
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
専
用
ペ
ー
ジ

（
左
記
Ｕ
Ｒ
Ｌ
か
ら
ロ
グ
イ
ン
で
き
ま
す
。）
に
て
、

氏
名
・
住
所
・
連
絡
先
・
撮
影
箇
所
・
写
真
デ
ー
タ

を
入
力
の
う
え
、
ご
提
供
く
だ
さ
い
。

【
Ｕ
Ｒ
Ｌ
】 https://w

w
w

.tow
n.m

atsuno.
ehim

e.jp/site/bousai/3458.htm
l

【
問
い
合
わ
せ
先
】
総
務
課　

☎
₄₂
・
１
１
１
１

大門橋

中央診療所

吉野地区 河後森跨線橋

町道黒ヶ谷面谷線

県道滑床松野線

平 成 30 年 ７ 月 豪 雨 災 害

○道路の通行規制等（８月17日現在）

路線名 場　所 被害
状況

対応
状況

県道滑床松野線 目　黒 路側崩壊 全　面
通行止

○施設の被害状況（８月17日現在）
施設名 状　況

森の国ホテル 休業中（県道復旧まで）万 年 荘
※　その他の施設については、通常営業を再開
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平成30年　第２回松野町議会定例会

補正予算の概要

報　告	 鬼北土地開発公社に関する報告について
 株式会社まちづくり松野に関する報告について
 株式会社松野町農林公社に関する報告について
 平成₂₉年度松野町一般会計繰越明許費繰越計算書について
承　認  専決処分の承認について（松野町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例

の一部を改正する条例）
 専決処分の承認について（松野町税条例等の一部を改正する条例）
 専決処分の承認について（松野町国民健康保険税条例の一部を改正する条例）
  専決処分の承認について（松野町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定める

条例）
  専決処分の承認について（松野町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準

等を定める条例の一部を改正する条例）
  専決処分の承認について（松野町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並び

に指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定
める条例の一部を改正する条例）

  専決処分の承認について（松野町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援
等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例の一部を改正する条例）

  専決処分の承認について（平成₂₉年度松野町一般会計補正予算（第８号））
 専決処分の承認について（平成₂₉年度松野町国民健康保険中央診療所特別会計補正予算（第４号））
 専決処分の承認について（平成₃₀年度松野町住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算（第１号））
 　　　　　　▼原案どおり承認されました。

議　案	 職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について
 平成₃₀年度松野町一般会計補正予算（第１号）
 　　　　　　▼原案どおり可決されました。

その他	 議会運営委員会の閉会中の継続調査の件
 議員派遣の件
 　　　　　　▼原案どおり可決されました。

　平成₃₀年第２回松野町議会定例会が、６月₁₂日に招集され提出議案などが審議されました。主な内容は、次のと
おりです。

補正予算の概要
平成30年度松野町一般会計補正予算（第１号）
補正額：236万５千円　（補正後の予算総額：31億４千636万５千円）

【主な補正理由】
総務費☞企画費に、一般財団法人自治総合センターにおける助成事業助成金の内示を受け、奥野川部落が実施するコ
ミュニティ活動の備品として、エアコン及び掃除機の整備事業に対するコミュニティ助成事業助成金₁₅₀万円を計上。

教育費☞小学校教育振興費に、これまで南小学校の児童が取り組んできた「目黒緑の少年隊」活動を、統合した西
小学校と東小学校の児童にも対象範囲を拡充し、町内４年生の児童が「森の国緑の少年団」として活動を実施する
ため、結成にあたり必要となるトランシーバーや拡声器等の各種活動用備品等を購入する経費₂₀万３千円を追加す
るほか、昨年度と今年度、２か年で研究推進校の指定を受けていた西小学校において、自然環境の大切さと、ゴミ
の減量化などを学ぶ、環境教育を実施するために必要な、報償費や活動用消耗品等の経費₂₆万円を計上。不器男記
念館費には、町の文化拠点施設である不器男記念館を活用した施策の推進を図ることを目的に、町内を拠点に活動
する方を講師に、地域の文化・芸術を学ぶカルチャースクールを定期的に試験開講するため、カルチャースクール
講座開設委託料₂₇万円を計上。また、保健体育総務費には、近年、住民のスポーツを通した健康づくりや東京₂₀₂₀
オリンピック・パラリンピック、ねんりんピック愛媛等の開催を控え、スポーツへの関心やスポーツを通した地域
活性化の機運が高まっている中で、今年度においては特に、森の国大運動会の開催を予定しているほか、各種スポー
ツイベントやラジオ体操を活用した運動習慣の定着など、スポーツを通した地域課題の解決や更なるスポーツ振興
施策の推進を図っていく必要があることから、スポーツ推進委員を追加委嘱し、規則で定めている人数である₁₅名
を確保するため、４名分の報酬₁₃万２千円を計上。
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森 の国だ より

「
四
国
家
の
お
宝
」
シ
リ
ー
ズ
第
９
弾

四
国
家
の
お
宝
ツ
ア
ー

６
30～

　

６
月
₃₀
日
㈯
と
７
月
１
日
㈰
の
２
日
間
、
Ｊ
Ｒ
四
国
と
松
野
町
が
連
携
し
、

「
奥
内
の
棚
田
」
を
お
宝
素
材
と
し
た
日
帰
り
ツ
ア
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
町
で
は
昨
年
に
続
き
、
２
回
目
の
四
国
家
の
お
宝
ツ
ア
ー
で
し
た
。

　

参
加
者
は
、
稲
が
青
々
と
広
が
る
蕨
生
奥
内
の
棚
田
を
眺
め
、
棚
田
米
の
お

む
す
び
を
食
べ
た
後
、
雨
で
水
量
が
増
し
勢
い
よ
く
流
れ
落
ち
る
奥
野
川
の

天
ヶ
滝
を
見
学
、
次
に
町
並
み
を
一
望
で
き
る
河
後
森
城
跡
に
登
り
、
本
郭
で

歴
史
ロ
マ
ン
に
思
い
を
馳
せ
た
り
、
松
丸
周
辺
の
ま
ち
の
成
り
立
ち
を
勉
強
す

る
な
ど
、
森
の
国
ま
つ
の
の
歴
史
と
文
化
を
歩
い
て
体
感
し
て
い
ま
し
た
。
昼

食
に
は
、
お
母
さ
ん
レ
ス
ト
ラ
ン
バ
イ
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
手
作
り
の
お
い
し
い

お
弁
当
を
食
し
、
最
後
に
ガ
ラ
ス
工
房
風
音
で
サ
ン
ド
グ
ラ
ス
体
験
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
グ
ラ
ス
作
り
に
挑
戦
す
る
な
ど
、
参
加
者
は
お
宝
ツ
ア
ー
を
満
喫
し
て
い

た
よ
う
で
す
。

職
域
対
抗
球
技
大
会

６
23

　

６
月
₂₃
日
㈯
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
セ
ン
タ
ー
で
、
町
内
の
事
業
所
を

対
象
と
し
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、「
ス
ポ
ー
ツ
で
結
ぼ
う
職
場
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

を
テ
ー
マ
に
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
主
催
で
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の

で
、
今
年
は
₁₄
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
で
対
戦
を
繰
り
広
げ
、

普
段
は
交
流
の
少
な
い
事
業
所
同
士
の
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　

決
勝
戦
は
、「
フ
レ
ン
ド
Ａ
（
エ
ー
ス
）」
チ
ー
ム
対
「
西
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
」

の
対
戦
で
、「
フ
レ
ン
ド
Ａ
（
エ
ー
ス
）」
チ
ー
ム
が
見
事
優
勝
し
ま

し
た
。

▲

優
勝
し
た

　
「
フ
レ
ン
ド
Ａ
（
エ
ー
ス
）」
チ
ー
ム

▲

会
場
の
様
子

■
四
国
家
の
お
宝
と
は
？

　

四
国
に
眠
る
、
地
域
資
源
・
文

化
資
源
を
掘
り
起
こ
し
、
地
域
と

協
働
し
た
魅
力
的
な
観
光
素
材
・

付
加
価
値
の
高
い
文
化
素
材
に
磨

き
上
げ
「
四
国
家
の
お
宝
」
と
し

て
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
す
る
取
組
み

で
す
。
有
名
観
光
地
だ
け
で
な
く
、

周
辺
地
域
へ
誘
客
拡
大
し
、
四
国

観
光
の
ブ
ラ
ン
ド
化
、
地
域
振
興

に
つ
な
げ
る
こ
と
を
狙
い
と
し
て

い
ま
す
。
他
で
は
見
ら
れ
な
い
固

有
の
価
値
が
あ
る
「
本
物
性
」、
知

識
が
無
く
て
も
引
き
つ
け
ら
れ
る

「
物
語
性
」、
価
値
の
保
存
が
地
域

の
枠
組
み
の
中
で
可
能
な
「
持
続

性
」
の
３
つ
を
お
宝
発
掘
の
軸
と

し
て
い
ま
す
。

▲
松
野
町
の
食
材
を
使
用
し
た
お
弁
当

▲棚田について説明する
　奥内の里保存会　井上会長

▲天ヶ滝の説明をする
　地域おこし協力隊　岸本さん

▲河後森城跡について説明する
　教育課　亀澤主事



　　　 の掲示板　　　ま　　　　　　ち
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Welcome to Morinokuni

外国語指導助手のマリアンさんとアンジーさんがやってきた

◎大会新記録　　（０）
○大会タイ記録（０）

北宇和郡小学校水泳競技大会記録

１　　位 ２　　位 ３　　位 郡　記　録
氏　　名 校　名 記　　録 氏　　名 校　名 記　　録 氏　　名 校　名 記　　録 氏　名 校　名 記　録 年度

男　
　
　
　
　

子

 ₂₅m自由形 松本　和幸 近　永 ₁₆＂₃ 板尾　隼人 松野西 ₁₆＂₉ 濱﨑　倖季 近　永  ₁₇＂₂ 兵頭　魁人 愛　治 ₁₄＂₇ ₂₅
 ₅₀m自由形 高平　晃成 近　永 ₃₁＂₅ 高田　貞治 愛　治 ₃₁＂₇ 松本　和幸 近　永  ₃₅＂₉ 下田　　嶺 近　永 ₃₀＂₁ ₂₅
₁₀₀m自由形 高平　晃成 近　永 ₁＇₁₃＂₀ 清家　　楓 愛　治 ₁＇₁₄＂₃ 鶴島　俊介 愛　治 ₁＇₃₀＂₅ 下田　　嶺 近　永 ₁＇₀₄＂₃ ₂₅
 ₅₀m平泳ぎ 岩谷　雅也 近　永 ₄₇＂₀ 入江　耶月 近　永 ₅₀＂₁ 遠矢　純平 近　永  ₅₂＂₃ 岡野　裕斗 近　永 ₄₁＂₆ ₂₇
₁₀₀m平泳ぎ 岩谷　雅也 近　永 ₁＇₄₂＂₂ 入江　耶月 近　永 ₁＇₄₉＂₀ 遠矢　純平 近　永 ₁＇₅₀＂₇ 横山　瑛志 近　永 ₁＇₂₉＂₁ ₂₆
 ₅₀m背泳ぎ 髙橋　里玖 松野西 ₄₂＂₀ 冨貴　梗平 松野西 ₄₄＂₄ 森田　泰聡 好　藤  ₄₅＂₄ 橋本　大樹 好　藤 ₃₅＂₇ ₁₅

 ₇₅m個人メドレー 髙橋　里玖 松野西 ₁＇₁₀＂₇ 井上　加一 泉 ₁＇₁₃＂₁ 濱﨑　倖季 近　永 ₁＇₁₄＂₁
石野　竜平 近　永

₅₇＂₈
₂

内田　祐亮 近　永 ₁₉
 ₂₅mバタフライ 清家　　楓 愛　治 ₁₆＂₆ 坂本　颯平 好　藤 ₁₉＂₂ 入田　純友 日　吉  ₁₉＂₇ 高田　英雄 愛　治 ₁₅＂₀ ₂₁
 ₅₀mバタフライ 高田　貞治 愛　治 ₃₈＂₅ 入田　純友 日　吉 ₄₄＂₈ 平山　威舞 近　永  ₄₇＂₆ 二宮龍之輔 近　永 ₃₃＂₀ ₂₅

₁₅₀mメドレーリレー
松野西小学校チーム ₂＇₁₅＂₇
　高橋　里玖／武内　亜流／
　井上　弘一朗

近永小学校チーム ₂＇₁₉＂₄
　松原　虹太／入江　耶月／
　濱﨑　倖季

泉小学校チーム ₂＇₅₁＂₁
　髙田　莉玖／佐々木明来／
　渡邊　陸

近永小学校チーム ₁＇₅₈＂₈ ₂₆

₂₀₀mリレー
近永小学校チーム ₂＇₂₄＂₄
　高平　晃成／松本　和幸／
　川内　斗真／岩谷　雅也

愛治小学校チーム ₂＇₂₆＂₂
　鶴島　俊介／高田　大生／
　清家　　楓／高田　貞治

好藤小学校チーム ₂＇₄₂＂₀
　坂本　颯平／池田虎太朗／
　大野　拓実／森田　泰聡

近永小学校チーム ₂＇₀₈＂₅ ₂₅

女　
　
　
　
　

子

 ₂₅m自由形 善家　里咲 好　藤 ₁₆＂₅ 今城依瑠海 近　永 ₁₆＂₇ 二宮　未来 泉 ₁₆＂₈ 河添　千秋 好　藤 ₁₄＂₇ ₂₄
 ₅₀m自由形 都能　明莉 近　永 ₃₃＂₁ 藤岡　希羽 松野東 ₃₈＂₁ 藤井　夢琉 近　永 ₃₈＂₂ 中田　　葵 近　永 ₃₀＂₄ ₂₄
₁₀₀m自由形 都能　明莉 近　永 ₁＇₁₆＂₆ 藤井　夢琉 近　永 ₁＇₂₅＂₄ 清家　妃央 愛　治 ₁＇₂₈＂₄ 下田　天海 近　永 ₁＇₀₅＂₅ ₂₉
 ₅₀m平泳ぎ 清家　冴絵 三　島 ₄₅＂₆ 芝　　千夏 泉 ₄₇＂₃ 善家　美空 好　藤 ₄₇＂₈ 武田ひかり 近　永 ₄₃＂₅ ₂₁
₁₀₀m平泳ぎ 清家　冴絵 三　島 ₁＇₄₄＂₃ 高田　　涼 近　永 ₁＇₄₈＂₁ 松浦　　遥 近　永 ₁＇₅₁＂₇ 武田ひかり 近　永 ₁＇₃₂＂₇ ₂₁
 ₅₀m背泳ぎ 松浦　乙葉 近　永 ₄₁＂₉ 森　みなみ 近　永 ₄₃＂₈ 一森　千世 松野西 ₄₄＂₃ 戎　　真花 松野西 ₃₃＂₀ ₂₉
 ₇₅m個人メドレー 善家　美空 好　藤 ₁＇₀₅＂₂ 松浦　乙葉 近　永 ₁＇₀₆＂₁ 芝　　千夏 泉 ₁＇₀₈＂₀ 戎　　真花 松野西 ₅₂＂₄ ₂₉
 ₂₅mバタフライ 岡崎　瑚都 三　島 ₁₈＂₆ 稲田　美優 松野西 ₁₈＂₆ 二宮　未来 泉 ₁₈＂₇ 河添　千秋 好　藤 ₁₆＂₁ ₂₄
 ₅₀mバタフライ 稲田　美優 松野西 ₄₂＂₇ 和家　　椿 近　永 ₄₄＂₂ 岡崎　瑚都 三　島 ₄₄＂₇ 戎　　真花 松野西 ₃₂＂₈ ₂₉

₁₅₀mメドレーリレー
三島小学校チーム ₂＇₁₃＂₀
　河野　桃子／清家　冴絵／
　高瀬ひより

近永小学校チーム ₂＇₁₃＂₅
　森　みなみ／岡部　　凛／
　和家　　椿

好藤小学校チーム ₂＇₁₅＂₄
　善家　里咲／善家　美空／
　上甲　麻由　

近永小学校チーム ₁＇₅₄＂₄ ₂₉

₂₀₀mリレー
近永小学校チーム ₂＇₃₂＂₀
　都能　明莉／松浦　乙葉／
　松浦　　遥／今城依瑠海

愛治小学校チーム ₂＇₄₁＂₃
　清家　花歩／清家　妃央／
　善家　小夏／清水　　咲

松野西小学校チーム ₂＇₅₄＂₆
　鈴木　由乃／稲井　　唯／
　中平　夢々／上山　　楓

近永小学校チーム ₂＇₁₆＂₆ ₂₄

　７月₂₁日㈯、鬼北町広見Ｂ＆Ｇ海洋センターで、北宇和郡小学校水泳競技大会が開催され、本町からは２校₄₄
名が参加しました。
　「最後まで　自分を信じて　自己ベスト」の大会テーマのもと、選手たちは自己ベストを目指して頑張りました。
大会結果は下表のとおりです。

プロフィール
名　　　　前　マリアン　プミリア
ニックネーム　マリアン　
好きな食べ物　スパゲッティ　
趣　　　　味　書くこと、ビデオゲーム
興味のあること　動物　
挑戦したいこと　キャニオニング

Message

　はじめまして！私はマリアン　プミリアです。
　松野町に住むことができて、嬉しいです。

プロフィール　
名　　　　前　アンヘリカ　ロドリゲス
ニックネーム　アンジー　
好きな食べ物　寿司　
趣　　　　味　歌うこと　
興味のあること　音楽　
挑戦したいこと　キャニオニング

Message

　松野町はとてもきれいな町です！　
　一緒に英語を勉強しましょう。　　
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人
権
の
広
場

「
政
石 

蒙
」
さ
ん
を
囲
み
、
つ
な
が
っ
て
…

松
野
西
小
学
校　

人
権
・
同
和
教
育
主
任　

酒
井　

節
子

　

町
民
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー
に
あ

る
「
政
石　

蒙
」
文
庫
を
知
っ

て
い
ま
す
か
？
こ
こ
に
は
、
松

野
町
出
身
の
歌
人
「
政
石　

蒙
」

さ
ん
の
歌
集
や
随
筆
、
所
蔵
本

な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

政
石
さ
ん
は
、
様
々
な
ハ
ン

セ
ン
病
差
別
を
受
け
な
が
ら
も
、

短
歌
に
よ
っ
て
差
別
と
闘
う
思

い
を
伝
え
続
け
、
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
の
大
島
青
松
園
で

そ
の
生
涯
を
終
え
ら
れ
た
方
で
す
。
政
石
さ
ん
は
、
若
い

頃
、
敗
戦
に
よ
っ
て
モ
ン
ゴ
ル
で
捕
虜
と
な
り
、
隔
離
さ

れ
ま
し
た
が
、
そ
の
極
限
状
態
で
短
歌
を
作
り
始
め
ま
す
。

生
き
抜
く
思
い
、
差
別
と
闘
う
強
い
意
志
が
、
著
作
の
数
々

に
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
政
石
さ
ん
を
「
松
野
の
偉
人
で
す
。」
と
言
っ
て
や

ま
な
い
の
が
山
川
冬
樹
（
写
真
）
さ
ん
で
す
。
山
川
さ
ん
は
、

こ
れ
ま
で
何
度
も
横
浜
か
ら
松
野
町
に
足
を
運
び
、
政
石

さ
ん
の
住
ん
だ
場
所
や
著
作
を
調
べ
る
な
ど
さ
れ
て
お
り
、

７
月
₃₁
日
に
は
勉
強
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
話
題
に
な
っ
た
の
が
、
差
別
を
乗
り
越
え
る

人
の
つ
な
が
り
、
信
頼
す
る
仲
間
の
こ
と
で
し
た
。
差
別

が
依
然
と
し
て
残
る
中
、
松
野
町
の
旧
友
た
ち
は
、
同
窓

会
を
実
現
さ
せ
、
政
石
さ
ん
と
松
野
で
和
や
か
な
再
会
を

果
た
し
た
の
で
す
。

　

会
の
中
で
一
番
盛
り
上
が
っ
た
の
は
、
同
窓
会
の
写
真

を
見
た
と
き
で
し
た
。
そ
こ
に
は
、
身
近
な
人
の
顔
が
あ

り
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、
差
別
を
打
ち
消
す
大
き
く
温
か

い
心
の
こ
の
人
た
ち
を
、
同
じ
松

野
の
者
と
し
て
、
誇
り
に
思
い
ま

し
た
。
そ
し
て
、
一
緒
に
見
て
い

た
方
の
、「
こ
れ
が
で
き
た
の
は
、

部
落
差
別
に
真
剣
に
取
り
組
ん

で
き
た
松
野
だ
か
ら
で
し
ょ
う

ね
。」
と
い
う
言
葉
が
心
に
響
い

て
い
ま
す
。

「
河 

護 

森
」

第
3
回　

不
器
男
の
庭

地
域
お
こ
し
協
力
隊　

川
嶋
健
佑

　

松
丸
街
道
の
す
ぐ
そ
ば
に
河
後
森
城

跡
が
あ
り
ま
す
。
昔
は
河
後
森
城
跡
が

あ
る
山
を
サ
イ
レ
ン
山
と
呼
ん
で
い
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
当
時
は
サ

イ
レ
ン
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
夕
方
の
放

送
が
流
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
不
器
男

さ
ん
も
よ
く
河
後
森
城
の
山
を
登
っ
て

い
ま
し
た
。

　

不
器
男
さ
ん
の
評
伝
『
不
器
男
へ
の

旅
』（
谷
さ
や
ん
著
）
で
は
不
器
男
さ
ん

の
姪
、
疋
田
不
踰
子
さ
ん
の
話
と
し
て

不
器
男
さ
ん
に
連
れ
ら
れ
て
河
後
森
城

に
夕
暮
れ
の
雲
を
見
に
行
っ
た
話
が
あ

り
ま
し
た
。

　

ま
た
『
不
器
男
句
文
集
』（
塩
崎
素
月

編
）
で
は
不
器
男
さ
ん
自
身
が
書
い
た

文
章
で
河
後
森
城
跡
に
登
っ
て
松
尾
芭

蕉
の
本
を
読
も
う
と
い
う
記
述
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
中
で
不
器
男
さ
ん
は
河
後

森
城
を
「
河
護
森
城
」
と
表
記
し
て
い

ま
し
た
。

秋
ゆ
く
と
照
り
こ
ぞ
り
け
り
裏
の
山

日
昃か
げ

る
や
ね
む
る
山
よ
り
街
道
へ

　

１
句
目
は
秋
の
終
わ
り
に
河
後
森
城

跡
が
紅
葉
し
て
い
て
、
そ
こ
に
陽
に
当

た
っ
て
き
ら
き
ら
し
て
い
る
様
子
、
２

句
目
は
冬
に
な
っ
て
陽
が
陰
っ
た
山
か

ら
松
丸
街
道
に
降
り
て
く
る
様
子
を
詠

ん
だ
も
の
で
し
ょ
う
か
。
俳
句
の
題
材

に
す
る
く
ら
い
不
器
男
さ
ん
に
と
っ
て

家
の
前
か
ら
す
ぐ
に
見
え
る
河
後
森
城

跡
は
と
て
も
身
近
だ
っ
た
こ
と
が
伺
え

ま
す
。

　

７
月
１
日
㈰
、
町
内
で
一
斉
に
広
見
川
等

清
掃
美
化
活
動
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
松
野
の
里
を
美
し
く
す
る
協
議
会
及
び
松

野
町
が
主
催
と
な
っ
て
、
毎
年
住
民
総
参
加

に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
事
業
で
す
。
当
日
は
住
民
の
皆
さ
ん
約
１
，

０
０
０
人
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
草
刈
り
や

ゴ
ミ
拾
い
等
の
清
掃
美
化
活
動
が
行
わ
れ
、

地
域
の
環
境
美
化
が
推
進
さ
れ
ま
し
た
。

　

７
月
₂₆
日
㈭
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
、
青
少
年
の
非
行
・
被
害
防

止
県
民
大
会
が
開
催
さ
れ
、
優
良
青
少
年
知
事
表
彰
の
表
彰
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
４
名
の
受
賞
者
の
う
ち
の
一
人
に
山
田
さ
ん
が
選
ば
れ
ま

し
た
。

　

山
田
さ
ん
は
、
平
成
₂₃
年
か
ら
松
野
鬼
城
太
鼓
ジ
ュ
ニ
ア
チ
ー
ム

「
森し
ん

風ぷ
う

」
に
所
属
し
、
高
校
生
に
な
っ
て
か
ら
は
「
松
野
鬼
城
太
鼓
」
の

メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
学
業
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
年
間
₃₀
回
を
超
え
る

演
奏
活
動
に
参
加
し
て
、
伝
統
文
化
の
継
承
及
び
振
興
に
努
め
ら
れ
ま

し
た
。
平
成
₂₈
年
に
は
国
内
若
手
和
太
鼓
奏
者
と
と
も
に
、
メ
キ
シ
コ

で
の
演
奏
ツ
ア
ー
に
参
加
し
、
国
際
文
化
交
流
に
も
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
年
「
ト
ビ
タ
テ
！
留
学
Ｊ
Ａ
Ｐ

Ａ
Ｎ
日
本
代
表
プ
ロ
グ
ラ
ム
【
高
校

生
コ
ー
ス
】」
へ
の
参
加
資
格
を
自
ら

獲
得
し
、
語
学
勉
強
は
も
と
よ
り
、

異
文
化
交
流
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

後
に
そ
の
経
験
を
も
と
に
松
野
中
学

校
で
の
英
語
の
授
業
に
も
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
し
た
。

広
見
川
等
清
掃
美
化
活
動
を
実
施
し
ま
し
た

山
田
真
梨
子
さ
ん
が
平
成
30
年
度
優
良
青
少
年

知
事
表
彰
を
受
賞

政石　蒙さん

山川冬樹さん
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世帯数　₂,₀₇₀世帯（前月比 ＋₅₂世帯）

総人口　₄,₀₃₃人 （前月比 ＋₂₄人）
　　　　男₁,₈₉₄人　女₂,₁₃₉人

【６・７月中の異動】
　　　○出　生　５人　○死　亡　₁₈人
　　　○転　入　₆₉人　○転　出　₄₂人

平成30年７月31日現在
※外国人を含みます。

町 の 人 口

ま
ち
の
投
句
箱

葛
句
会
　六
月
例
会
句
会　
於　
町
民
セ
ン
タ
ー

梅
雨
出
水
岩
に
つ
ま
ず
き
道
草
す 

伊
井　

は
じ
め

明
る
さ
を
集
め
畦
道
犬
ふ
ぐ
り 

伊
藤　
　

富
子

算
盤
の
弾
き
悪
し
き
や
梅
雨
最
中 

金
谷　
　

重
子

金
魚
放
っ
て
水
槽
に
夜
の
ノ
イ
ズ 

川
嶋　
　

健
佑

再
会
の
約
束
い
ま
だ
螢
と
ぶ 

金
谷　
　

文
恵

草
毟
る
指
が
頁
を
捲
り
け
り 

谷　
　

き
よ
し

縁
台
に
語
ら
ふ
二
人
庭
薄
暑 

布　
　
　

康
江

梅
雨
し
と
ど
相
合
い
傘
の
娘
噂
の
娘 

ひ
の　

た
い
ら

梅
雨
晴
の
古
町
散
策
キ
ー
マ
カ
レ
ー  

三
好　

カ
ン
ナ

葛
句
会
　七
月
例
会
句
会　
於　
不
器
男
記
念
館

地
方
紙
に
く
る
ま
れ
枇
杷
の
届
き
け
り 
伊
藤　
　

富
子

桃
を
並
べ
て
透
き
通
る
長
机 

川
嶋　
　

健
佑

稲
穂
で
て
深
め
に
水
を
溜
め
に
け
り 

ひ
の　

た
い
ら

流
れ
来
し
ご
み
に
歩
乱
す
日
傘
か
な 

伊
藤　

は
じ
め

平
成
の
最
後
の
梅
の
干
し
上
る 

金
谷　
　

重
子

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
霧
湧
き
上
が
る
比
叡
ま
で 

谷　
　

き
よ
し

俳
句
の
ポ
ス
ト
投
句
作
品
優
秀
句　
六
月
投
句
分

目
標
は
ウ
イ
ン
ブ
ル
ド
ン
蠅
た
た
き

 
 

松
山
市　
　

日
暮
屋
又
郎

葬
列
の
螢
袋
へ
消
え
て
ゆ
く 

松
山
市　
　

マ
ー
ペ
ー

肥
後
守
静
か
に
閉
じ
て
夏
終
る

 
 

尾
張
旭
市　
　

二
宮
健
次
郎

蛍
舞
う
季
節
限
定
道
灯 

松
野
町　
　

杉
本　
　

聖

薫
風
の
抜
け
し
客
間
の
軸
の
音 

山
田　
　

峡

俳
句
の
ポ
ス
ト
投
句
作
品
優
秀
句　
七
月
投
句
分

予
土
線
の
青
葉
の
中
へ
一
両
車 

魚
部　

武
夫

紫
陽
花
や
傾
き
雨
を
抱
き
し
ま
ま

 

八
幡
浜
市　

浅
井
喜
代
子

ス
ー
パ
ー
の
望
遠
鏡
に
雲
の
峰 

松
野
町　

満　

雪

選
者　
　

谷　

き
よ
し
（
葛
句
会
長
）

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 

（
敬
称
略
）

（
住
所
）
（
保
護
者
）

（
出
生
児
）（
性
別
）

吉

　野

土
岐

　涼
太

　
　乃
恵
子

莉り

久く

翔と

男

松

　丸

安
部

　和
紀

　
　
　優
花

天あ
ま

　音ね

女

松

　丸

中
山

　亮
介

　
　菜
美
子

叶の

　愛あ

女

上
家
地

兵
頭

　耕
平

　
　
　佳
奈

観か
ん

　作さ
く

男

吉

 野

竹
本

 太
陽

 
 
 奈
緒

依い

 久く

男

健
や
か
な
成
長
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

お
悔
み
（
敬
称
略
）

（
住
所
）
　（死
亡
者
）
　
　（享
年
）

豊

　前

　水
野
富
美
雄

　
　66
歳

豊

　前

　堀
口
ま
り
子

　
　66
歳

豊

　前

　蔭
平

　繁
子

　
　79
歳

豊

　前

　木
村
ヤ
ヱ
カ

　
　95
歳

豊

　前

　堀
口

　定
一

　
　98
歳

富

　岡

　松
本
東
洋
士

　
　66
歳

富

　岡

　太
場

　
　積

　
　88
歳

蕨

　生

　岡
本

　
　實

　
　72
歳

蕨

　生

　金
谷

　
　透

　
　88
歳

奥
野
川

　伊
勢
屋
爲
一

　
　94
歳

松

　丸

　竹
本
壽
美
男

　
　79
歳

延
野
々

　平
田

　大
典

　
　89
歳

豊

　後

　関
本

　
　茂

　
　87
歳

豊

　前

　橋
本
ハ
ル
子

　
　93
歳

吉

　野

　内
山

　良
造

　
　83
歳

吉

　野

　中
森
美
津
子

　
　87
歳

蕨

　生

　竹
内
ナ
ツ
ヱ

　
　97
歳

蕨

　生

　山
下
ス
ミ
子

　
　81
歳

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

ご
寄
付
お
礼
（
敬
称
略
）

☆
社
会
福
祉
協
議
会
へ

松
田

　荘
一 

松
野
町

太
場

　
　克 

松
野
町

蔭
平

　
　忠 

松
野
町

松
本

　
　英 

松
野
町

伊
勢
屋
重
一 

松
野
町

岡
本

　昭
洋 

松
野
町

内
山

　嘉
人 

静
岡
市

関
本

　良
二 

宇
和
島
市

中
森

　吉
樹 

松
野
町

堀
口

　計
敬 

松
野
町

市
川

　雅
史 

松
山
市

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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Informationお し ら せ

女
性
農
業
委
員
伝
言
板　
№
13

農業委員会だより（９月号）
　

全
国
農
業
新
聞
は
農
業
者
の
公
的
代
表
機
関
で
あ

る
農
業
委
員
会
系
統
組
織
が
発
行
す
る
農
業
総
合
専

門
紙
で
す
。

　
「
週
刊
」
の
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
、
情
報
が
わ
か

り
や
す
い
よ
う
解
説
的
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
多
く
の
読
者
の
皆
さ
ん
に
満
足
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
食
や
健
康
な
ど
暮
ら
し
に
関
す
る
話

題
が
豊
富
で
、
ご
家
族
全
員
が
楽
し
め
る
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
全
国
₄₇
都
道
府
県
に
あ
る
支
局
の
県
版
・

地
方
版
の
充
実
に
よ
り
、
地
域
の
特
徴
あ
る
話
題
や

独
自
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
の
提
供
に
努
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

経
営
と
く
ら
し
に
役
立
つ
農
業
総
合
専
門
紙
と
し

て
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
一
般
新
聞

の
購
読
と
併
せ
て
読
ん
で
い
た
だ
く
併
読
誌
と
し
て

一
週
間
に
一
度
お
届
け
し
て
い
ま
す
が
、
購
読
料

は
１
か
月
７
０
０
円
（
送
料
込
み
）

と
負
担
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

全
国
農
業
新
聞
は
毎
週
金
曜
日

発
行
で
す
。
購
読
を
希
望
さ
れ
る

方
は
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

全
国
農
業
新
聞
を
購
読
し
て

農
業
経
営
に
役
立
て
ま
せ
ん
か
？

　

残
暑
の
厳
し
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
。今
月
は
、た
く
さ
ん
採
れ
る
代
表
的
な
夏
野
菜
、ナ
ス
、か
ぼ
ち
ゃ
、ト
マ
ト
を
使
っ

た
、
簡
単
で
元
気
の
出
る
レ
シ
ピ
を
２
点
ご
紹
介
し
ま
す
。
夏
野
菜
パ
ワ
ー
で
厳
し
い
暑
さ
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

農
業
委
員
会
事
務
局

☎
₄₂
・
１
１
１
４

︽﹃
ナ
ス
（
か
ぼ
ち
ゃ
）
の
た
た
き
﹄︾

① 

ナ
ス
は
切
ら
ず
に
茹
で
る
。
か
ぼ
ち
ゃ
の
場
合
は
５
ミ
リ
位
の

厚
さ
に
切
り
、
素
揚
げ
に
す
る
。

② 

玉
ね
ぎ
は
薄
く
切
っ
て
水
に
さ
ら
す
。
ミ
ョ
ウ
ガ
も
縦
に
薄
く

切
る
。

③ 

鯖
（
鯵
）
は
焼
い
て
身
を
ほ
ぐ
し
て
お
く
。

④ 

た
れ
を
合
わ
せ
た
中
に
生
姜
、
ニ
ン
ニ
ク
を
す
り
お
ろ
し
て
味

を
な
じ
ま
せ
る
。

⑤ 

皿
に
、
ナ
ス
を
５
〜
７
ミ
リ
位
に
切
っ
て
並
べ
、
そ
の
上
に
ほ

ぐ
し
た
鯖
を
少
し
残
し
て
全
体
に
ま
ぶ
す
。
玉
ね
ぎ
、
ミ
ョ
ウ

ガ
を
そ
の
上
に
広
げ
、
残
し
た
鯖
を
振
っ
て
、
小
さ
く
切
っ
た

青
じ
そ
（
ま
た
は
ネ
ギ
）
を
散
ら
す
。

⑥
④
を
全
体
に
か
け
て
出
来
上
が
り
。

︽﹃
ト
マ
ト
と
大
葉
の
酢
和
え
﹄
の
作
り
方
︾

① 

ト
マ
ト
は
大
き
く
乱
切
り
に
す
る
。

② 

大
葉
は
細
切
り
に
し
、
さ
っ
と
水
を
通
す
。

③ 

合
わ
せ
酢
を
ボ
ウ
ル
に
入
れ
、
ち
り
め
ん
も
加
え
る
。

④ 

食
べ
る
直
前
に
ト
マ
ト
と
大
葉
を
③
に
入
れ
、
さ
っ
く
り
混
ぜ
て
器
に
盛
っ
て
出
来
上
が

り
。

※ 

ち
り
め
ん
は
油
で
さ
っ
と
揚
げ
て
加
え
る
と
香
ば
し
く
な
り
ま
す
。

「トマトと大葉の酢和え」　材料
◇赤トマト ₃₀₀ｇ
◇大葉 ５枚
◇ちりめん ₁₀ｇ
◇酢 ₄₅㏄
◇砂糖 大さじ３
◇塩 ３ｇ

「ナス（かぼちゃ）のたたき」　材料
◇ナス ２本
◇かぼちゃ 中１/ ４個
◇玉ねぎ 中１個
◇ミョウガ ３本
◇鯖（鯵） ２尾
◇生姜 ₃₀ｇ
◇ニンニク ２片
◇青じそ（ネギでも） 少々
◇たれ　酢 ₅₀㏄
　　　　醤油 ₅₀㏄
　　　　砂糖 ₅₀ｇ

（
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　　　　　　 Information　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 お し ら せ

各
種
無
料
相
談
所
の
開
設
に
つ
い
て

１　

行
政
相
談

【
日　
　

時
】　

９
月
₁₀
日
㈪
₁₀
時
〜
₁₂
時

【
場　
　

所
】　

町
民
セ
ン
タ
ー　

婦
人
室

【
内　
　

容
】　

行
政
に
関
す
る
苦
情
や
要
望

【
相
談
者
】　

山
﨑　

ル
リ
子
（
行
政
相
談
委
員
）

２　

心
配
ご
と
相
談

【
日　
　

時
】　

９
月
₁₀
日
㈪
₁₀
時
〜
₁₂
時

【
場　
　

所
】　

町
民
セ
ン
タ
ー　

老
人
室

【
内　
　

容
】　

心
配
ご
と
相
談

【
相
談
者
】　

民
生
児
童
委
員

３　

人
権
相
談

【
日　
　

時
】　

９
月
₁₀
日
㈪
₁₀
時
〜
₁₂
時

【
場　
　

所
】　

町
民
セ
ン
タ
ー　

老
人
室

【
内　
　

容
】　

人
権
相
談

【
相
談
者
】　

人
権
擁
護
委
員

平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
に
係
る
義
援
金
の
募
集

　

県
、
県
共
同
募
金
会
、
日
本
赤
十
字
社
愛
媛
県
支
部
で
は
、

こ
の
度
の
豪
雨
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
方
々
を
支
援
す
る
た
め

の
専
用
口
座
を
設
置
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
か
ら
の
義
援
金
は
、

市
町
を
通
じ
て
被
災
者
へ
の
支
援
に
使
わ
れ
ま
す
。
詳
し
く

は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
愛
媛
県
受
付
口
座
】

口
座
名

「
愛
媛
県
豪
雨
災
害
義
援
金
」（
エ
ヒ
メ
ケ
ン
ゴ
ウ
ウ
サ
イ
ガ

イ
ギ
エ
ン
キ
ン
）

伊
予
銀
行　

愛
媛
県
庁
支
店　

普
通
預
金　

１
７
６
９
８
２
８

愛
媛
銀
行　

県
庁
支
店　

普
通
預
金　

５
３
６
９
５
３
２

愛
媛
県
信
用
農
業
協
同
組
合
連
合
会　

愛
媛
県
庁
支
店　

普
通

預
金　

０
０
０
３
０
１
２

防災安全コーナー
交
通
茶
屋
「
桃
太
郎
茶
屋
」

　

７
月
２
日
㈪
に
虹
の
森
公
園
駐
車
場
で
交
通
茶
屋
「
桃

太
郎
茶
屋
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
例
年
松
野
駐

在
所
連
絡
協
議
会
と
鬼
北
交
通
安
全
協
会
松
丸
支
部
に
よ

り
、
特
産
の
桃
の
収
穫
時
期
に
合
わ
せ
て
交
通
事
故
防
止

を
祈
願
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、あ
い
に
く
の
雨
天
で
し
た
が
、桃
太
郎
と
イ
ヌ
、

サ
ル
に
扮
し
た
松
野
駐
在
所
連
絡
協
議
会
の
会
員
と
キ
ジ

に
扮
し
た
松
丸
保
育
園
の
園
児
た
ち
が
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に

旬
の
桃
と
安
全
運
転
啓
発
の
チ
ラ
シ
を
手
渡
し
、
園
児
た

ち
の
「
安
全
運
転
お
願
い
し
ま
す
。」
の
呼
び
か
け
に
、
ド

ラ
イ
バ
ー
は
笑
顔
で
応
え
て
い
ま
し
た
。

　

本
町
で
は
、
５
月
₁₇
日
に
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
１
，
０

０
０
日
を
達
成
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
一
人
ひ
と
り
が

交
通
事
故
防
止
の
意
識
を
持
ち
安
全
運
転
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

防
災
資
機
材
及
び

平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
見
舞
金
贈
呈
式

　

８
月
２
日
㈭
に
愛
媛
県
南
予
地
区
郵
便
局
長
会
か

ら
防
災
資
機
材
及
び
平
成
₃₀
年
７
月
豪
雨
災
害
見
舞

金
が
寄
贈
さ
れ
、
町
長
室
で
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

愛
媛
県
南
予
地
区
郵
便
局
長
会
で
は
、
２
０
１
０

年
か
ら
、
南
予
地
区
の
自
治
体
に
対
し
て
防
災
物
品
、

資
機
材
等
を
継
続
し
て
寄
贈
さ
れ
て
お
り
、
今
年
度

は
本
町
に
対
し
て
「
ポ
ー
タ
ブ
ル
ワ
イ
ヤ
レ
ス
ア
ン

プ
」
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
、
防
災
・
減
災
対
策
に
お
け
る
会
議
や
屋
外

で
の
啓
発
活
動
等
に
活
用
し
、
よ
り
一
層
地
域
の
防

災
力
の
向
上
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
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Informationお し ら せ

【
選
考
試
験
】　

₁₀
月
₂₆
日
㈮
９
時
₃₀
分

【
合
格
発
表
】　

₁₁
月
２
日
㈮

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

県
立
新
居
浜
高
等
技
術
専
門
校

〒
７
９
２

｜

０
０
６
０　

新
居
浜
市
大
生
院
１
２
３
３

｜

２

☎
０
８
９
７
・
₄₃
・
４
１
２
３　

℻
０
９
８
７
・
₄₁
・
９
８
８
０

防
衛
大
学
校
・
防
衛
医
科
大
学
校
学
生
募
集

　

自
衛
隊
宇
和
島
地
域
事
務
所
で
は
、
次
の
日
程
で
防
衛
大

学
校
・
防
衛
医
科
大
学
校
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

１　

防
衛
大
学
校
学
生

【
応
募
資
格
】　

高
卒
（
見
込
含
）
₂₁
歳
未
満
の
方

【
第
１
次
試
験
日
及
び
試
験
地
】

₁₁
月
３
日
㈯
及
び
４
日
㈰　

宇
和
島
市
役
所

【
受
付
締
切
】　

９
月
₂₈
日
㈮

２　

防
衛
医
科
大
学
校
（
医
学
科
・
看
護
学
科
）
学
生

【
応
募
資
格
】　

高
卒
（
見
込
含
）
₂₁
歳
未
満
の
方

【
第
１
次
試
験
日
及
び
試
験
地
】

看
護
学
科　

₁₀
月
₂₀
日
㈯　

松
山
青
少
年
セ
ン
タ
ー

医
学
科　

₁₀
月
₂₇
日
㈯
及
び
₂₈
日
㈰　

松
山
大
学

【
受
付
締
切
】　

９
月
₂₈
日
㈮

　

な
お
、
防
衛
大
学
校
学
生
採
用
試
験
に
は
、
推
薦
及
び
総

合
選
抜
コ
ー
ス
（
受
付
締
切
９
月
７
日
㈮
）
も
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

自
衛
隊
宇
和
島
地
域
事
務
所
（
宇
和
島
地
方
合
同
庁
舎
１
階
）

☎
・
℻ 

₂₃
・
５
４
３
１

県
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
員
の
募
集
に
つ
い
て

　

県
で
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
の
活
動
を
自
ら
が
率
先
し
て

行
う
「
県
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
員
」
を
募
集
中
で
す
。

【
募
集
要
項
】

１　

応
募
要
件
（
次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
方
）

　

⑴ 

地
球
温
暖
化
の
防
止
に
向
け
た
活
動
に
熱
意
と
識
見
を

有
す
る
こ
と

　

⑵
年
齢
が
満
₁₈
歳
以
上
（
高
校
生
を
除
く
）
の
県
内
居
住
者

　

⑶ 

県
及
び
県
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
が
行

う
事
業
等
に
協
力
で
き
る
こ
と

※
満
₁₈
歳
以
上
で
あ
れ
ば
大
学
生
の
方
も
応
募
で
き
ま
す
。

２　

任
期
（
委
嘱
の
日
か
ら
）
２
０
２
０
年
６
月
₃₀
日
ま
で

３　

 

応
募
方
法
「
応
募
用
紙
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
県

環
境
政
策
課
に
提
出

※
随
時
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

県
環
境
政
策
課
温
暖
化
対
策
グ
ル
ー
プ　

☎
０
８
９
・
９
１
２
・
２
３
４
９

宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合
職
員
募
集
（
試
験
内
容
変
更
）

　

看
護
の
試
験
日
、
介
護
Ｂ
の
試
験
日
及
び
試
験
内
容
が
変

更
に
な
り
ま
し
た
。

　
（
広
域
事
務
組
合
の
平
成
₃₀
年
7
月
発
行
の
広
報
誌
に
記
載

し
て
あ
り
ま
す
看
護
の
試
験
日
、
介
護
Ｂ
の
試
験
日
及
び
試

験
内
容
に
つ
い
て
も
、
変
更
と
な
り
ま
す
の
で
、
試
験
案
内

を
再
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。）

【
試
験
日
】　

₁₀
月
₁₄
日
㈰
↓
₁₀
月
₂₁
日
㈰

【
試
験
内
容
】　 

介
護
Ｂ
の
試
験
内
容
の
変
更
箇
所
に
つ
い
て

は
、
試
験
案
内
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
看
護
は
、
日
程
変
更
の
み

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

宇
和
島
税
務
署
で
は
、
申
告
所
得
税
（
譲
渡
所
得
を
除
き

ま
す
。）
及
び
個
人
事
業
者
の
消
費
税
に
関
す
る
ご
相
談
の
う

ち
、
相
談
内
容
が
複
雑
で
、
関
係
書
類
等
に
よ
り
事
実
関
係

の
確
認
が
必
要
で
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
毎
週
木
曜
日
に

事
前
予
約
に
よ
り
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

面
接
相
談
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
自
動
音
声
案
内
に
従

い
、「
２
」
番
を
選
択
の
う
え
、
担
当
職
員
に
住
所
・
名
前
・

相
談
内
容
を
伝
え
、
相
談
日
時
を
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
相
談
受
付
時
間
は
９
時
か
ら
₁₆
時
ま
で
で
、
混
雑

状
況
に
よ
り
長
時
間
お
待
ち
い
た
だ
く
場
合
や
、
早
め
に
相

談
受
付
を
終
了
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

　

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
に
適
切
に
対
応
す
る
た
め
に
実
施

し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
国
税
に
関
す
る
一
般
的
な
ご
相
談
に
つ
い
て
は
、

自
動
音
声
案
内
の
「
１
」
番
を
、
消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度

に
関
す
る
ご
質
問
や
ご
相
談
は
「
３
」
番
を
選
択
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
、
国
税
局
「
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
」
の
税
務
相
談

官
が
ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
宇
和
島
税
務
署　

☎
₂₂
・
４
５
１
１

平
成
31
年
度
入
校
選
考
（
前
期
募
集
）
の
ご
案
内

　

県
立
新
居
浜
高
等
技
術
専
門
校
で
は
、
次
の
と
お
り
前
期

募
集
の
入
校
選
考
を
実
施
し
ま
す
。

【
科　
　

目
】　

高
等
学
校
卒
業
者
を
対
象
と
し
た
２
年
間
課
程

メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
科
、
自
動
車
整
備
科
、
メ
タ
ル
技
術
科

【
入
校
日
】　

４
月
₁₀
日
㈬

【
願
書
受
付
】　

９
月
₂₅
日
㈫
〜
₁₀
月
₁₉
日
㈮
必
着
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未
来
の
約
束
を
公
正
証
書
が
守
り
ま
す

　

₁₀
月
１
日
か
ら
７
日
は
「
公
証
週
間
」
で
す
。
公
証
役
場

で
は
、
電
話
に
よ
る
無
料
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
期　
　

間
】　

₁₀
月
１
日
㈪
〜
７
日
㈰

₁₀
月
６
日
㈯
、
７
日
㈰
も
公
証
役
場
を
開
庁
し
、
無
料
で
相

談
を
受
け
付
け
ま
す
。

【
内　
　

容
】

○ 

公
正
証
書
（
遺
言
・
任
意
後
見
・
離
婚
・
債
務
弁
済
な
ど
）

の
作
成

○
私
署
証
書
・
会
社
の
定
款
に
対
す
る
認
証

○
私
署
証
書
に
対
す
る
確
定
日
付
の
付
与
な
ど

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

宇
和
島
公
証
役
場　

☎
₂₅
・
２
２
９
２

全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日
相
談
所
の
開
設
に
つ
い
て

【
相
談
内
容
】　

相
続
に
関
す
る
登
記
に
つ
い
て
の
相
談
や
人

権
問
題
な
ど
法
務
局
に
お
い
て
取
り
扱
う
事
務
全
般
に
関
す

る
相
談
、
遺
言
及
び
公
正
証
書
に
関
す
る
相
談
、
土
地
の
境

界
に
関
す
る
相
談
（
無
料
・
秘
密
厳
守
）

【
日　
　

時
】　

₁₀
月
７
日
（
日
）
₁₀
時
〜
₁₅
時

【
場　
　

所
】　

松
山
地
方
法
務
局　

６
階
共
用
会
議
室

【
相
談
者
】　 

法
務
局
職
員
、
公
証
人
、
司
法
書
士
、
土
地

家
屋
調
査
士
、
人
権
擁
護
委
員

【
予
約
受
付
】　 

９
月
₁₀
日
㈪
９
時
〜
₁₀
月
５
日
㈮
₁₇
時
（
土

日
・
祝
日
を
除
く
）

【
そ
の
他
】　 

相
談
は
、
原
則
事
前
予
約
制
で
す
。
当
日
予

約
な
し
で
の
相
談
も
可
能
で
す
が
、
お
待
ち

い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

松
山
地
方
法
務
局
総
務
課

☎
０
８
９
・
９
３
２
・
０
８
８
８

「
ひ
き
こ
も
り
相
談
」
の
ご
案
内

　

宇
和
島
保
健
所
で
は
、保
健
師
に
よ
る
「
ひ
き
こ
も
り
相
談
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

自
宅
に
６
か
月
以
上
ひ
き
こ
も
り
、
学
業
や
仕
事
に
就
か

ず
、
家
族
以
外
の
人
と
密
接
な
対
人
関
係
が
も
て
な
い
状
態

が
続
い
て
お
困
り
の
ご
本
人
や
ご
家
族
の
皆
さ
ん
、
一
人
で

悩
ま
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

【
日　
　

時
】　

月
〜
金
曜
日
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

　
　
　
　
　
　

８
時
₃₀
分
〜
₁₇
時
₁₅
分

【
対
象
者
】　 

原
則
と
し
て
₁₈
歳
以
上
の
ひ
き
こ
も
り
の
本

人
及
び
そ
の
家
族

【
相
談
方
法
】　

電
話
相
談
（
随
時
）
又
は
来
所
相
談
（
予
約
制
）

【
費　
　

用
】　

無
料

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
】　

宇
和
島
保
健
所
健
康
生
活
増
進
課

☎
₂₂
・
５
２
１
１
（
内
線
２
７
５
・
２
８
３
）

８
月　
納
期
（
町
税
等
）
の
お
知
ら
せ

　

今
月
の
納
付
期
限
は
次
の
と
お
り
で
す
。
期
限
ま
で
に
納

付
し
ま
し
ょ
う
。税　

　

目

納
期
限

町
県
民
税
（
２
期
）

８
月
₃₁
日

国
民
健
康
保
険
税
（
２
期
）

介
護
保
険
料
（
２
期
）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
２
期
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

町
民
課　

税
務
係　

☎
₄₂

・

１
１
１
２

宇和島警察署からのお知らせ



12

Informationお し ら せ

集
団
食
中
毒
予
防
月
間
に
つ
い
て

　

９
月
は
、「
集
団
食
中
毒
予
防
月
間
」
で
す
。
各
地
区
で
行

事
も
多
く
催
さ
れ
、
集
団
で
飲
食
す
る
機
会
が
多
く
な
り
ま

す
。
今
年
の
夏
は
、
記
録
的
な
猛
暑
で
思
っ
て
い
る
以
上
に

体
力
を
消
耗
し
、
抵
抗
力
も
低
下
し
が
ち
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

例
年
以
上
に
食
中
毒
に
注
意
が
必
要
で
す
。
特
に
、
敬
老
会

な
ど
の
会
食
で
は
、
次
の
点
に
注
意
し
、
食
中
毒
予
防
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

①
石
け
ん
で
し
っ
か
り
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。

②
弁
当
は
食
べ
き
り
、
持
ち
帰
り
を
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
弁
当
は
、常
温
で
長
時
間
放
置
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

宇
和
島
保
健
所
生
活
衛
生
課　

☎
₂₈
・

６
１
０
８

感
電
事
故
防
止
に
つ
い
て

　

夏
は
水
を
使
う
機
会
が
多
い
う
え
に
、
暑
さ
で
汗
を
か
き

や
す
く
な
る
た
め
、
感
電
事
故
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

水
は
電
気
を
通
し
や
す
く
、
ぬ
れ
た
手
で
ス
イ
ッ
チ
や
プ

ラ
グ
な
ど
に
触
れ
る
の
は
危
険
で
す
。
電
気
製
品
を
扱
う
と

き
は
、
手
を
よ
く
拭
い
て
か
ら
取
り
扱
い
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】　
（
一
財
）
四
国
電
気
保
安
協
会　

宇
和
島

営
業
所　

☎
₂₇
・
３
５
１
１

★マイナンバーカードとは?
　ICチップ付きカードで、券面に氏名、住所、生年月日、性別、マイナンバー（個人番号）と本人の顔写真等が表
示されており、自治体サービス、e-Tax等の電子証明書等、様々なサービスに利用できます。

・詳しい申請方法は通知カードに同封されていたパンフレット又は地方公共団体情報システム機構HPをご覧ください。
・初回の発行手数料は無料です。
・申請したカードは２～３週間で役場にて受け取りが可能です。　
※ 　受け取りについては後日送付されるハガキ「個人番号カード交付・電子証明書発行通知兼照会書」に来庁時必

要な書類等の記載がありますので、確認のうえお越しください。

申請について分からないことや質問があればお気軽にお問い合わせください。

【問い合わせ先】　町民課　☎₄₂︲₁₁₁₃（内線₂₆₂・₂₆₃）

マイナンバーカードの取得について

★マイナンバーカードでできること
１　本人確認・マイナンバーの提示
　　本人確認とマイナンバーの提示が一度にできる唯一のカードです。
　※　通知カードのみでは公的な本人確認ができません。
２　マイナポータルの利用
　 　より詳しいマイナンバー制度や案内の通知、各種行政手続き申請をオンラインで利用

できます。
３　マイナンバーが必要な各種民間のオンライン取引
　　オンラインバンキングをはじめ、各種民間のオンライン取引に利用できます。

★今後追加予定の機能
　ICチップに内蔵されている電子証明書を利用し、保険証としての利用が₂₀₂₀年開始予定となっています。
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　詳しくは、「ねんきん加入者ダイヤル」（☎0570-003-004）又はお近くの年金事務所へお問い合わせく
ださい。
　宇和島年金事務所　☎22-5569（予約相談を受け付けています。）

　平成₃₀年３月５日から、市区町村及び年金事務所の窓口では、国民年金の加入手続きや国民年金保険料の免
除の申請、老齢基礎年金の請求の手続きがマイナンバーを使用して行えるようになりました。
　マイナンバーで手続きを行う時は、マイナンバーカード等のマイナンバーが確認できる書類、本人確認がで
きる書類を役場又は年金事務所の窓口に提示する必要がありますので、窓口に持参してください。
※ マイナンバーの記載が困難な場合は、引き続き基礎年金番号を使用して各種手続きを行うこともできます。
※ 国民年金保険料口座振替納付（変更）申出書等、一部マイナンバーを使用できない手続きもあります。

マイナンバーによる手続きが開始されました

【本人が年金相談・届出等を行う場合】
本人のマイナンバーカードを持参してください。
※   マイナンバーカードをお持ちでない方は、①のマイナンバーが確認できる書類、②の本人確認ができる書類

の両方を持参してください。
　① 通知カード、個人番号が記載された住民票の写し
　② 運転免許証、旅券（パスポート）、在留カードなど

【代理人の方が年金相談・届出等を行う場合】
本人のマイナンバーが確認できるマイナンバーカードの写し（コピー）、代理権が確認できる委任状など、代理
人の方の本人確認ができる書類、の３種類を持参してください。
※   マイナンバーカードが確認できる書類、本人確認ができる書類は、ご本人が手続きを行う場合の書類と同じ

です。（上記①及び②をご確認ください。）
※ その他の確認書類の詳細は、市区町村担当窓口又は最寄りの年金事務所にお問い合わせください。

マイナンバーで手続きを行う際は、以下の書類を持参してください

　国民年金保険料の免除（全額免除・一部免除・法定免除）、納付猶予、学生納付特例の承認を受けられた期間
がある場合、保険料を全額納めた方と比べ、老齢基礎年金（₆₅歳から受けられる年金）の受け取り額が少なく
なります。

　将来受け取る老齢基礎年金を増額するために、免除等の承認を受けた期間の保険料については、₁₀年以内で
あれば遡って納める（追納）ことができます。
　ただし、免除等の承認を受けられた期間の翌年度から起算して３年度目以降の追納の場合、当時の保険料額
に一定の加算額が上乗せされます。
　追納は、古い月のものから納付することとなりますが、次の点にご注意ください。

◎　一部免除を受けた期間は、納付すべき保険料が納付されていなければ追納はできません。
◎ 　「法定免除・申請免除期間」が「納付猶予・学生納付特例期間」より先に経過した月分である場合は、どち

らを優先して納めるか本人が選択できます。

国民年金保険料の免除期間・納付猶予期間がある方へ

　国民年金保険料は、納付期限から２年を過ぎると時効により納付することができません。
　しかしながら、法令改正による時限措置として、過去５年以内に納め忘れた国民年金保険料を納付すること
で将来の年金額を増やすことができる「後納制度」が平成₂₇年₁₀月から平成₃₀年９月までの３年間に限り実施
されています。
　後納制度を利用することで年金額を増やすことや、年金の受給ができなかった方が受給資格を得られること
があります。

　後納制度を利用するには、申し込みが必要です。

国民年金保険料の「後納制度」について
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　町内における交通手段を確保し、高齢者の通院や買い物などの外出を支援するため、自動車運転免許証の交付を
受けていないなどの一定要件を満たす高齢者に対してタクシー利用券を交付します。

１　対象者
　 　タクシー利用券の交付を受けることができる方は、町内に在住し、かつ、松野町の住民基本台帳に記録されて

いる方で、次のいずれかに該当する必要があります。
　⑴自動車運転免許証を自主返納された₇₅歳以上の方で、町税等の滞納がない方
　⑵自動車運転免許証の交付を受けていない₇₅歳以上の方で、町税等の滞納がない方
　⑶自動車を所有（使用を含む。）していない₇₅歳以上の方で、町税等の滞納がない方

２　助成内容
　 　タクシー 1回の乗車につき1枚使用できるタクシー利用券（１枚₅₀₀円）の交付を行います。平成₃₀年度のタクシー

利用券の交付枚数は、申請月の翌月以降、１月あたり２枚を上限とします。

３　助成の申請
　　タクシー利用券の交付を受けるためには申請が必要です。提出書類は次のとおりです。
　⑴松野町タクシー利用券交付申請書
　⑵町税等の完納証明書
　⑶ 自動車運転免許証を自主返納された方は、運転免許取消通知書又は運転経歴証明書（自動車運転免許証の自主

返納された方は申請書にある宣誓書の記載は不要です。）
　※　申請書は、ふるさと創生課、保健福祉課、町社会福祉協議会にあります。

【提出先・問い合わせ先】　ふるさと創生課　☎₄₂︲₁₁₁₆

松野町高齢者外出支援実証事業について

　町民課では、7月の豪雨災害で罹災した方に罹災証明書を発行しています。まだ申請がお済みでない方は、お早め
に申請をお願いします。

　罹災証明書（住家分）は、支援金や損害保険などの判断材料の一つとして使用されるものです。
　申請された住所等に対して調査員がお伺いし、聞き取りや現場確認をし、後日証明書を郵送で送付します。
　また、今回の豪雨災害での税及び保険料について相談を受け付けています。相談の結果「納付が困難」と認めら
れる場合は、「罹災程度」に応じて「減免」や「徴収猶予」となる場合がありますので、必要資料を持ってまずはご
相談ください。

【相談窓口】　町民課
【時 間 帯】　開庁時間（８時₃₀分～ ₁₇時₁₅分）
【相談においての必要資料等】
　・今回の災害での損害額が分かる資料（収支状況がわかるものや仕事に使う道具の修繕費など）
　・保険等で補てんされる場合、内容が分かるもの（例：保険金、支援金など）
　・罹災証明書

不明な点や質問などあれば下記へご連絡ください。
【問い合わせ先】　町民課税務・保険グループ（役場１階）　☎₄₂︲₁₁₁₂

平成30年７月豪雨災害での罹災証明及び税務相談について
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医療・保健福祉情報コーナー
「救急の日」及び「救急医療週間」について
　国では、救急医療及び救急業務に対する国民の正しい理解と認識
を深めることを目的に、毎年９月９日を「救急の日」とし、９月９
日を含む１週間（９月９日から９月₁₅日まで）を「救急医療週間」
としています。
　近年、休日や夜間、救急病院に軽症の患者が集中し、医師の負担
が増えているほか、安易な救急車の呼び出しで出動回数が増加し、
重症な患者の搬送に困るケースも増加しています。
　このままでは住民の皆さんに適切な医療を提供できなくなる恐れ
があり、予防として『愛媛の救急医療を守る県民運動（愛救県民運
動）』を実施しています。これは医療機関や救急車の適切な利用を、
皆さん一人ひとりに心がけていただく取組みですので、ご協力をお
願いします。

普段からの３つの心がけ

　①　日頃から「かかりつけ医」を持ちましょう。
　②　健康診断や検診等により、病気の予防や早期発見に努めましょう。
　③　家庭で薬を常備しましょう。

受診にあたっての３つの心がけ

　①　なるべく医療機関の通常の診療時間内に受診しましょう。
　②　救急車で搬送されても、軽症の場合は、通常の受付順となる場合があることに留意しましょう。
　③　休日や夜間で比較的症状の軽い方は在宅当番医を利用しましょう。

休日や夜間にどの病院に行けばよいか分からない場合

　インターネットや音声案内の情報も参考にしましょう。
　『愛媛医療情報ネット』（インターネットで検索）
　『宇和島地区広域事務組合消防本部夜間休日問い合わせ』　☎₂₃︲₀₁₁₁
　お子さんの急な病気やけがの場合『小児救急医療電話相談』　☎♯₈₀₀₀

暮らしに役立つ

看護師随時募集中！　【問い合わせ先】　中央診療所　☎42-0707

～中央診療所の外来診療時間～
受付時間　７時～₁₁時₃₀分　₁₂時～₁₇時　　診療時間　９時～₁₂時　₁₄時～₁₇時₁₅分
○土・日・祝祭日・年末年始は休診です。（開業医、休日当番医をご確認ください）
○健康診断、予防接種等に関する予約等については診療時間内にお問い合わせください。

～目黒（第１木曜日）・吉野（第２木曜日）・谷口（第３木曜日）診療所の外来診療時間～
受付時間　₁₃時～₁₆時　診療時間　₁₃時₃₀分～₁₆時₃₀分　※都合により変更する場合があります。
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松　野　町　財　政　状　況　の　公　表
　松野町財政状況の公表に関する条例の規定により、平成₂₉年度の財政状況を下記のとおり公表します。

平成₃₀年８月　松野町長　坂本　　浩

国庫支出金
6.7%

(234,818,615)

町税
8.2%

(285,423,192)

繰入金 3.5% (120,999,876)

地方交付税
48.9%

(1,707,019,000)

町債
17.9%

(624,629,000)

収入額
3,490,282,706

円

県支出金
6.3% (217,955,614)

使用料及び手数料 1.4% (49,702,878)
地方譲与税 1.1% (37,788,000)

その他 1.0% (38,914,037)
繰越金 1.6% (56,683,566)

諸収入 1.5% (51,082,928)

地方消費税交付金
1.9%(65,266,000)

支出額
3,382,288,444

円

公債費
10.8%

(365,388,416)

総務費
23.6%

(799,468,716)

総務費
23.6%

(799,468,716)

教育費
12.0%

(404,973,700)

教育費
12.0%

(404,973,700)

農林水産業費
8.5%

(286,828,417)

衛生費 4.8% (164,249,139)

商工費 5.3% (178,514,703)

消防費 1.1% (38,478,216)議会費 1.2% (39,584,982)

民生費
21.1%

(712,240,259)

民生費
21.1%

(712,240,259)

土木費
11.6%

(392,561,896)

合　計
3,382,288

千円

繰出金
10.1%

 (340,693)

繰出金
10.1%

 (340,693)

人件費
16.1%

 (544,375)

人件費
16.1%

 (544,375)

普通建設事業費
21.5%

 (728,087)

普通建設事業費
21.5%

 (728,087)

公債費
10.8% 

(365,576)

公債費
10.8% 

(365,576)

扶助費 7.7% (260,249)

維持補修費 0.1% (4,812)
貸付金 0.1% (4,050)積立金 1.3% (42,753)

物件費
16.8%

(566,507)

物件費
16.8%

(566,507)
補助費
15.5%

 (525,186)

補助費
15.5%

 (525,186)

収 

入（
一
般
会
計
）

支 

出（
一
般
会
計
）

性
質
別
支
出
内
訳（
一
般
会
計
）
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松　野　町　財　政　状　況　の　公　表
一般会計の収支状況

税金による収入額

特別会計の収支状況

収 入 済 額 ₃,₄₉₀,₂₈₂,₇₀₆円
支 出 済 額 ₃,₃₈₂,₂₈₈,₄₄₄円
差 引 残 額 ₁₀₇,₉₉₄,₂₆₂円
翌年度へ繰越すべき財源 ₃,₁₄₆,₀₀₀円
実 質 収 支 ₁₀₄,₈₄₈,₂₆₂円
積 立 金 ₄₂,₇₅₂,₉₀₀円
財 政 調 整 基 金 残 高 ₉₅₈,₄₄₆,₈₁₅円

積立金決算額の内訳

財 政 調 整 基 金 ₉₆₇,₇₃₄円
減 債 基 金 ₇₁,₅₄₆円
ふるさと応援基金 ₆,₃₁₄,₄₅₂円
人 材 育 成 基 金 ₂₄,₇₃₇円
災 害 対 策 基 金 ₅₅,₄₀₉円
観光産業振興基金 ₄₉,₀₄₁円
庁 舎 建 設 基 金 ₃₅,₂₆₉,₉₈₁円

科　　　目 収入済額（円）
町 民 税 ₁₀₄,₂₉₇,₄₅₀円
固 定 資 産 税 ₁₄₅,₄₃₃,₈₆₆円
軽 自 動 車 税 ₁₅,₃₉₀,₄₅₅円
市 町 村 た ば こ 税 ₂₀,₃₀₁,₄₂₁円

計 ₂₈₅,₄₂₃,₁₉₂円

国民健康保険
歳　入 ₇₁₀,₈₂₃,₆₂₀円
歳　出 ₆₆₆,₃₃₅,₃₀₉円
差引額 ₄₄,₄₈₈,₃₁₁円
財政調整基金残高 ₆₀,₃₀₃,₀₈₀円

住宅新築資金等貸付
歳　入 ₃,₅₇₄,₀₂₉円
歳　出 ₄₀,₉₂₃,₉₀₇円
差引額 △₃₇,₃₄₉,₈₇₈円

中央診療所
歳　入 ₂₆₀,₀₄₆,₀₂₂円
歳　出 ₂₅₉,₉₀₁,₂₅₈円
差引額 ₁₄₄,₇₆₄円

介護保険
歳　入 ₇₂₈,₃₀₄,₀₁₂円
歳　出 ₇₀₄,₈₅₆,₄₈₄円
差引額 ₂₃,₄₄₇,₅₂₈円
介護給付費準備基金 ₄₄,₆₂₄,₀₀₇円

簡易水道
歳　入 ₁₂₁,₄₇₉,₄₇₉円
歳　出 ₉₆,₇₂₃,₉₄₁円
差引額 ₂₄,₇₅₅,₅₃₈円
財政調整基金残高 ₅₃,₂₇₁,₀₃₀円

後期高齢者医療保険事業
歳　入 ₆₃,₁₈₃,₁₉₅円
歳　出 ₆₁,₄₈₅,₉₃₁円
差引額 ₁,₆₉₇,₂₆₄円

〔１世帯当たり町税負担額〕 〔１人当たり町税負担額〕
平成₃₀年３月末現在の世帯数： ₂,₀₄₃戸 平成₃₀年３月末現在の人口： ₄,₀₃₇人

町 民 税 ₅₁,₀₅₁円

固 定 資 産 税 ₇₁,₁₈₇円

軽 自 動 車 税 ₇,₅₃₃円

計 ₁₂₉,₇₇₁円

町 民 税 ₂₅,₈₃₆円

固 定 資 産 税 ₃₆,₀₂₅円

軽 自 動 車 税 ₃,₈₁₂円

計 ₆₅,₆₇₃円

〔一般会計〕
１世帯当たりの支出額

₁,₆₅₅,₅₅₀円

〔一般会計〕
１人当たりの支出額

₈₃₇,₈₂₂円
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※ 休日当番医は、変更になることがありますので、新聞や電話等で確認し、 
事前に症状を説明し受診しましょう。

９月の森の国行事予定表

ＰＥＴボトル びん・かん

月

火

水 町内全域

木

金

※上 　家　 地…第２・第４水曜日
　吉野葛川地区…第１・第３水曜日

不　燃　物 資　源
月 松丸・吉野・蕨生・奥野川

火

水

木

金 延野々・豊岡・富岡・上家地・目黒

※上　 家 　地…第１・第３金曜日
　吉野葛川地区…第２・第４月曜日

可　燃　物
月 延野々・豊岡・富岡・上家地・目黒

火 松丸 ･ 吉野 ･ 蕨生 ･ 奥野川

水

木 延野々・豊岡・富岡・上家地・目黒

金 松丸・吉野・蕨生・奥野川

※吉野葛川地区…毎週火曜日

ごみ収集日程表

古　紙　類
月

火  延野々 ･ 豊岡 ･ 富岡 ･ 上家地 ･ 目黒

水

木  松丸・吉野・蕨生・奥野川

金

※上 　家　 地…第２火曜日
　吉野葛川地区…第１木曜日

混ぜればゴミ！
　　　分ければ資源！
ゴミの減量化に
　　ご協力ください！

日 曜日 予　　定

１ 土

２ 日 当植木整形外科 ☎₂₂︲₀₀₂₂当 沖内科クリニック ☎₂₅︲₃₃₃₅
当 上田小児科・外科 ☎₂₅︲₀₁₀₀当 鈴木整形外科・外科 ☎₅₂︲₀₁₀₄

３ 月 小中学校始業式

４ 火

５ 水 健康診査・がん検診／奥野川住民センター（８：₀₀ ～ ₁₁：₀₀）

６ 木 健康診査・がん検診／蕨生集会所（８：₀₀ ～ ₁₁：₀₀）

７ 金

８ 土

９ 日 中学校体育祭
四万十・南予横断 ２リバービューライド2018

当し ま せ 医 院 ☎₂₇︲₁₈₈₈当くきた内 科クリニック☎₂₆︲₂₂₆₀
当山 下 小 児 科 ☎₂₃︲₀₀₅₅当水 谷 医 院 ☎₅₂︲₀₁₄₄

₁₀ 月

₁₁ 火

₁₂ 水 マンダリンパイレーツ松野町応援デイ／丸山球場

₁₃ 木

₁₄ 金 敬老式

₁₅ 土

₁₆ 日 西・東小学校運動会 当 市立宇和島病院 外科 ☎₂₅︲₁₁₁₁当 市立宇和島病院 内科 ☎₂₅︲₁₁₁₁
当 市立宇和島病院 小児科 ☎₂₅︲₁₁₁₁当市立津島病院 ☎₃₂︲₂₀₁₁

₁₇ 月 敬老の日 当 JCHO宇和島病院 外科 ☎₂₂︲₅₆₁₆当 JCHO宇和島病院 内科 ☎₂₂︲₅₆₁₆
当こおり小児科 ☎₂₄︲₅₆₃₃当町立北宇和病院 ☎₄₅︲₃₄₀₀

₁₈ 火

₁₉ 水

₂₀ 木

₂₁ 金

₂₂ 土

₂₃ 日 秋分の日 当 ますだクリニック ☎₂₃︲₆₆₁₁当木村内科医院 ☎₂₄︲₀₀₃₀
当こばやし小児科 ☎₂₃︲₁₁₅₀当 松野町国保中央診療所 ☎₄₂︲₀₇₀₇

₂₄ 月 振替休日 当鎌 野 病 院 ☎₂₄︲₆₆₁₁当松浦内科医院 ☎₂₃︲₁₁₂₂
当 やくしじこどもｸﾘﾆｯｸ ☎₂₄︲₁₃₈₆当市立吉田病院 ☎₅₂︲₀₆₁₁

₂₅ 火

₂₆ 水

₂₇ 木

₂₈ 金

₂₉ 土 松野町の医療を考える講演会

₃₀ 日 当 友松外科・胃腸科 ☎₂₂︲₀₄₁₀当 清家消化器内科クリニック ☎₂₂︲₂₂₆₆
当 上田小児科・外科 ☎₂₅︲₀₁₀₀当 橋本内科クリニック ☎₅₂︲₀₈₀₈
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